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原子や分子の光多重電離の詳細を理解

するためには、放出される全ての電子の

運動エネルギーを分析し、それらのエネ

ルギー相関を観測することが有効である。

しかしながら、これまでの電子同時計測

手法では高い同時計数率でエネルギー相

関を観測することはできず、光多重電離

の理解を発展させるためには、高効率の

電子同時計測手法の開発が鍵となってい

た。これに対し我々は磁気ボトル型電子

エネルギー分析の技術を利用した超高効

率の多電子同時計測を実現し、2004 年秋

頃より原子や分子の光多重電離過程につ

いての一連の研究を行なってきた[1-2]。

ごく最近は、光チョッパーをこの多電子

同時計測に組み合わせることにより、以

前は観測が困難であった遅い電子のみを

放出する光多重電離過程に対しても研究

を展開している。 

図１は、Ar の 2p->4s 共鳴においての

多電子同時計測により得られた、２つの

オージェ電子の運動エネルギー相関図で

ある。図中に見られる個々の斜めの構造

は、異なる２価イオン状態への２重オー

ジェに対応する。ここで、２つの電子が

同時に放出される直接２重オージェ過程

は、一般的にはオージェシェイクオフ機

構によって説明される。この機構では、

１つの電子の放出に伴う有効核電荷の急

激な変動によって Rydberg 電子も追従し

て放出され、結果として２重オージェが

起こると考える。エネルギー相関図上に

は、イオン核からの２つの電子の放出を

Rydberg 電子が傍観するような直接２重

オージェ過程が顕著に観測されている。

一方、オージェシェイクオフによって解

釈できる２価イオン状態の生成は殆ど見

い出すことはできない。これは、この Ar

の内殻励起状態に特異なことではなく、

Ne や N2、CO においても同様の様相が観

測された。すなわち、Rydberg 電子が傍

観者として振舞う機構が、直接２重オー

ジェの主要なメカニズムであると言える。 

研究会では、この２重オージェの研究

も含め、最近得た測定結果について紹介

させていただく予定である。 
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図 1 Ar の 2p->4s 共鳴においての２つの

オージェ電子の運動エネルギー相関。 


